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論文内容要旨
 骨格型下顎前突症に伴う顎口腔機能障害や審美的障害の改善をはかるために, 外科的矯正治療
 がさかんに行なわれている。 その手術法と して下顎枝矢状分割法が多く用いられてい る。 そ して,
 術後の評懸も行なわれつつあるが, 生涯学的検査法による顎口腔機能の客観的評懸は, まだ不明
 な点が多い。 そこで, 本硯究は, 骨格型下顎前突症者に下顎枝矢状分割法を施行 し, 喰合の改善
 をはか つた場合の生理学的顎口 腔機能の変化 を筋電図 を用 いて検討することを目的と した。
 1. 側頭筋・咬筋について
 手術群生0名 (術前, 術後), 対照群玉0名を対象とした。 筋電図の記録は習慣性曝瞬翻でのチュ
 ー イ ンガム及び生米の唄囑運動について行なった。 記録採取は岡倒側頭筋, 咬筋から, 表面電極
 を用い双極誘導 で行なった。 記録 した筋電図上から咀嚼側側頭筋前部の連続する10個の放電部位
 を選択 し, 放電持続時間, 放電間隔, 周期を測定 した。 それをもとに, 咀嚼リ ズムを検討した。
 さ らに, 両側側頭筋, 咬筋の最大振福電位を瀾定し検討した。 その結果, ガム咀嚼時の術後の放
 電持続時間は有意に減少し, 周期は若干減少していた。 放電持続時間, 放電間隔, 燭期それぞれ
 の標準偏差は書意な減少を示 した。 生米 嚥瞬時にもこれらは減少傾向を示した。 すなわち, 術前
 に不規則であった咀嚼リズム は術後に規則化 し正常対照群に近づいた。 最大振幅電位 は, ガム咀
 嚼時及び生米曝囎時, 術前に比べて術後では, 喰瞬側, 葬咀嚼側ともに増大傾向を示 し, 対照群
 の値 に近づいてい た。
 2, 顎二腹筋について
 術前群15名, 術後群旙名, 対照群10名を対象とした。 顎二腹筋筋電図の記録は習慣性咀嚼側で
 のチューイ ンガム咀嚼運動を表面電極を爾 い双極誘導で行なった。 咀嚼側と葬咀嚼側で顎二腹筋
 筋電図波形の王0醐ずつの面積を求め, その面積の平均値の比をもとに, その活動性について検討
 した。 その結果, 術前群で, 葬喝囎側の顎二腹筋の活動性が唱囎側に比べかなり大きかった。 し
 か し, 術後群では, その活動性の差は術前群と比べ有意に小さく, 対照群の値に近かった。
 以上, 骨格型下顎前突症の手術後に, 側頭筋, 咬筋の卿爵リズムや最大振福電位, 顎二腹筋の
 活動性の協調姓において, 術前に比べて, いずれも対照群に近づく傾向にあり, 筋活動姓の調和
 力まみ られナこ。
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審査結果要旨
 歯科矯正的手法のみでは咬合の改善が得られない各種顎変形症に対しては, 顎骨の骨切り術が
 必要であ る。 その中で 骨格型の下顎前突症には, 下顎枝矢状分割法が最も普遍的な手術方法と し
 て広く行われている。 これにより曝疇, 発語などの口腔機能および形態的, 審美的異常は著明に
 改善される。
 しか し, 術後の形態評価を病態写真, モアレトポ グラ フィ 一, 頭部X線規格写真などを用 いて
 の報告は多いが, 顎口腔機能の変化を客観的に検討 している報告はほとんど見 られない。
 本論文は下顎枝矢状分割術を施行 した骨格型下顎前突症の咀嚼筋について, 術前およ び術後に
 筋電図の測定を行ない, 咀嚼機能の変化を検索 したものである。
 ま、 側頭筋, 咬筋について
 患者10名と正常咬合者10名について・ 習慣性咀嚼側でチューイ ンガムおよ び生米の咀嚼運動時
 にそれぞれ筋電図を記録 した。
  1) 咀嚼リズム
 曝瞬側の側頭筋前部の筋電図から, 放電持続時間, 放電間隔, 周期を測定 し咀嚼リズムを検討
 している。 ガム 咀嚼時における術後の放電持続時間は育意に減少 しており周期は若干減少 してい
 た。 放電持続時間, 放電間隔, 周期の標準偏差は有意の減少を示した。 生米暇瞬時も同様な額角
 である。
 これらの結果は, 術前不規則であった咀嚼リ ズム が術後には規則化 して, 正常咬合者に近づい
 ていることを示している。
  2〉 筋活動性
 阻畷側 および非咀嚼側の側頭筋と咬筋について, ガムおよび生米曝囑時における最大振 幅電位
 を検討 している。 いずれも術後には増大傾向を示 し, 蕉常咬合者の値に近づいていた。
 2, 顎二腹筋について
 術前患者i5名・ 術後患者15名, 正常咬合者10名について, 習慣性咀嚼側でチューイ ンガム咀嚼
 運動時に両側の顎二 腹筋前腹の筋電図を記録 した。 放電部位の面 積を咀1購側と非咀嚼側 で比較し
 て, 筋活動性の協調性を検討 している。 その結果, 術前群では非咀嚼側の活動性は咀嚼側よりも
 かなり大であるが, 術後群ではその差は有意に小さく, 対照の正常咬合者に近い値を示 している。
 これは, 術後には両側 の顎二腹筋 の活動性に協調 が 得られたことを示す ものであ る。
 以上の結果か ら, 著者は術後に側頭筋, 咬筋における曝瞬リズムの改善, 筋活動量の増加, 両
 側の顎二腹筋における筋活動性の協調がみ られることは, 手術による咀嚼機能の改善を裏付ける
 ものであると考察 している。
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 本論文は, 咀嚼筋の筋電図測定により, 下顎前突症に対する下顎枝矢状分割手術が顎口朧機能
 を改善することを明確にしたものであり, 外科的矯正治療に寄与するとこ ろ大である。 よって十
 分学位授与に値するものと認める。
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